
小学校プログラミング教育実施レポート 
令和２年度から必修化された小学校プログラミング教育の実施の様子を紹介するものです。 

未来の学びコンソーシアムにて実施内容の精査を行うものではありません。 

学習活動名 社会「扇風機のプログラミング」 

学年 小学校第５学年 

目標 LEGO WeDo2.0 の組み立てや操作を通して、プログラミング開発に慣れ親しむ。 

教材タイプ ビジュアル言語 

使用教材 LEGO WeDo2.0 

環境 LEGO WeDo2.0 を 10 セット、児童用タブレット 10 台を学級教室で使用 

都道府県 神奈川県相模原市 

実施校 相模原市立南大野小学校 

学習活動の概要・児

童の様子（プログラ

ミングの活動を中

心に記載くださ

い。） 

Ⅰ 授業を展開する上でのポイント 

社会の授業でねらう資質・能力を育成するため、プログラミングを通したものづくり

に取り組むことで、「開発」することの意義や楽しさを感じさせられるように支援する。 

Ⅱ 授業のながれ 

１ LEGO WeDo2.0 の使い方（タブレットの操作方法を含む）を知る。 

２ 本時の課題をつかみ、プログラミングに取り組む。※３～４名の 10グループ 

 

 ①タブレットの説明を読みながら、扇風機を組み立てる。 

 ②扇風機が組み立てられたら、羽根が動くことを確認する。 

 ③羽根の動作確認ができたら、いろいろな動きをプログラミングする。 

  ・羽根の回り方（方向や時間）  ・効果音  ・ＬＥＤの色や点滅間隔 

 

 

 

 

 

３ グループで作ったプログラミングを紹介し合う。 

４ ふりかえりをする。 

 ・はじめのうちは動きを理解するのに時間がかかったけれど、だんだんと思い通りに 

  扇風機が動かせるようになって楽しかった。 

 ・難しいところは、グループの仲間と協力して解決することができた。 

 ・次は、他のものも組み立ててプログラミングしてみたい。 

成果と課題  タブレットの組み立て手順を読み取りながら、スムーズに扇風機を組み立てることが

できた。プログラミングのブロックの理解に多少時間がかかったグループもあったが、

工夫に富んだ動きをつくることができていた。扇風機以外のものにも取り組みたいとい

う意欲を多くの子どもがもっていた。それに取り組むための時間確保が課題である。 

 

レゴで扇風機を組み立てて、いろいろな動きをプログラミングしよう。 
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